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「新時代における遍路受入態勢のあり方」 

要 旨 

 

〇四国遍路の歴史を振り返ると、昭和には団体バス遍路が、平成にはマイカー遍路が全盛

期を迎えたが、近年、いずれも減少傾向にある。全体の遍路人数は 10 数年前に比べ４

割程度の大幅減少になっている可能性がある。 

〇遍路宿泊施設については、遍路人数の減少に加え、宿主の高齢化や後継者難、人手不足

などにより、過疎地域で宿不足が深刻になっている。歩き遍路の場合、車のように広域

的に移動できないため、遍路道沿いでの宿不足が大きな問題となる。 

〇「お遍路さんの減少」、「遍路宿泊施設の不足」に加え、「地域住民（お接待の担い手）の

減少」、「遍路道の維持修復難」という“４つの問題”が、今後、遍路文化の維持・継承

を揺るがしかねない。こうした構造的問題を解決するための糸口になると期待されるの

が、歩き遍路、なかんずく外国人歩き遍路である。 

〇外国人歩き遍路は年間 400 人程度（遍路人数の約 0.5％）にとどまっており、熊野古道

に比べても見劣りする。その主因は、団体バス遍路やマイカー遍路に適合した日本人向

けの受入態勢が、外国人歩き遍路のニーズにうまくマッチしていないためである。 

〇スペインのサンティアゴ巡礼路では、1992 年に１万人に満たなかった巡礼者が、1993

年の世界遺産登録を経て、右肩上がりで増加し、2018 年には 32 万人を超えた。歩きの

巡礼旅は世界的なブームになっているが、四国遍路はその流れにうまく乗れていない。 

〇サンティアゴ巡礼路では、行政主導で整備した巡礼者専用の簡易な宿「アルベルゲ」が

巡礼者の増加、さらには地域活性化に大きく寄与している。その多くは、使われなくな

った建物を改装した大部屋・２段ベッド、素泊まり（１泊千円程度）の宿である。 

〇外国人歩き遍路にとって最大の困り事は、宿泊施設である。外国人は日本までの航空運

賃などに大きな出費をしており、四国での滞在も 40～50 日に及び滞在費が嵩むため、

宿泊費を切り詰めたいと考える。スペインのアルベルゲでは格安で泊まれることもあり、

四国での宿泊料金に強い割高感を抱く。また、ネット上での英語による宿泊施設の情報

が少ないほか、外国人からのメールや電話での宿泊予約に対応できない宿もある。 

〇今後は、①「外国人遍路の受入態勢整備に本格着手する～四国版アルベルゲの整備など

宿泊施設不足への対応およびお遍路さん向けコンシェルジュ機能の強化～」、②「“駆け

足遍路”から“体験型・滞在型遍路”に変えていく」、③「お遍路さんの受入態勢づく

りに地域を挙げて取り組む」ことが重要と考えられる。 

〇令和の時代を迎え、外国人遍路によって特徴づけられる「四国遍路新時代」が到来する

かどうかは、四国側の受入態勢づくりにかかっている。 
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